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野呂　進 教授　履歴・業績
履　歴
1947年 2 月10日　青森県弘前市生まれ
［学　歴］
1965年 3 月　青森県立弘前高等学校　卒業
1969年 3 月　日本体育大学体育学部　卒業
［職　歴］
1969年 4 月　日本体育大学　副助手
1971年 4 月　日本体育大学　助手
1976年 4 月　日本体育大学　専任講師（～1977年 3 月）
1977年 4 月　専修大学商学部　専任講師
1979年 4 月　専修大学商学部　助教授
1984年 2 月　二部学生部委員会　委員（～1985年 1 月）
1986年 2 月　学生部委員会　委員（～1988年 1 月）
1991年 4 月　専修大学商学部　教授
1992年 4 月　教養課程委員会　委員（～1993年 3 月）
　　　　　　図書館委員会　委員（～1993年 3 月）
1999年 4 月　社会体育研究所　所長（2005年 3 月）
2000年 4 月　教養教務委員会　委員（～2001年 3 月）
2006年 4 月　学生相談室員（～2007年 3 月）
2007年 4 月　体育部　次長（～2009年 3 月）
2009年 4 月　体育部委員会　委員（～2010年 3 月）
2010年 4 月　長期国内研究員（東海大学）（～2011年 3 月）
2011年 4 月　体育部委員会　委員（～2017年 3 月予定）
　　　　　　スポーツ・ウェルネス・プログラム運営委員会　委員（～2017年 3 月予定）
［所属学会］
日本体育学会
日本体力医学会
日本スポーツ心理学会
日本レジャー・レクリエーション学会
日本運動・スポーツ科学学会
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業　績
［研究業績（著作・論文）］
1971年 5 月　「中・長距離ポイント」『月刊陸上競技』講談社
1971年10月　「中 ･ 長距離の指導」『新体育』新体育社
1984年 6 月　「Ⅲ 陸上競技のトレーニング・種目別トレーニング法①走種目②中・長距離走」浅見俊雄，
宮下充正，渡辺融編『現代体育・スポーツ大系13巻　陸上競技』講談社
1985年11月　「中・高等学校における体育指導について」『専修人文論集　第36号』
1988年10月　「箱根駅伝出場選手の心理的適性に関する研究（TSMI からみて）」『専修大学社会体育研究
所報 第36号』
1990年 3 月　「大学駅伝選手の精神的特性に関する研究（合宿中における精神健康度の変化）」『専修大学
体育研究紀要 第13号』
1990年11月　「ゴルフスゥイングのトルクの研究―女子学生について―」『東京体育学研究1990年度報告』
1990年12月　「ボールによる身体運動の紹介とその評価」『専修大学社会体育研究所報 第38号』
1990年12月　「大学駅伝選手の精神的特性―性格・あがり・勝利達成欲求および競技成績との関係―」『陸
上研究 第 3 号』（社）日本学生陸上競技連合
1993年 3 月　「運動視機能的に関する研究（ 1 ）―大学運動部所属選手と一般学生との比較―」『専修大学
社会体育研究所紀要 第16号』
1994年 3 月　「バレーボールのゲーム理論（ 1 ）―攻防の最適混合戦略―」『専修大学社会体育研究所紀要 
第17号』
1996年12月　「スポーツにおける視覚的能力に関する研究（ 2 ）―V リーグ選手と高校生選手との比較―」
『専修大学社会体育研究所紀要 第20号』
2000年 3 月　「ゴルフ場内で起こる事故の実態と救急医療体制の現状（於アメリカ）」『専修大学社会体育
研究所紀要 第23号』
2000年 3 月　「テニスのフォアハンド・ストロークにおける両手打ちのバイオメカニクス的研究」『専修大
学社会体育研究所紀要 第23号』
2000年11月　「レスリングの両脚タックルに関するバイオメカニクス的研究」『専修大学社会体育研究所報 
第48号』
2000年11月　「ニュージランドの陸上競技事情」『専修大学社会体育研究所報 第48号』
2002年 3 月　「専修大学スポーツ実践公開講座参加者の体力および心理指標の変化」『専修大学社会体育研
究所紀要 第25号』
2004年 3 月　「大学新入生に対して半期間実施された体育演習後の体力指標の向上」『専修大学社会体育研
究所紀要 第27号』
2005年10月　「大学新入生に対する体育演習後に観察された状態不安の低減傾向」『専修大学社会体育研究
所紀要 第29号』
2006年 3 月　「〈資料〉映像解析 Software「Dartfish」について」『専修大学社会体育研究所報 第53号』
2007年10月　「女子大学生の注意・対人様式に関する研究 　球技対人競技の経験が集中力に及ぼす影響」
『専修大学社会体育研究所報 第55号』
2009年10月　「テニスの学習に伴う認知過程の変容に関する研究Ⅱ―サーブの場合」『専修大学社会体育研
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究所紀要 第33号』
2010年 3 月　「「体育演習」の授業効果に関する調査研究―体育演習を必修とする大学を参考に―」『専修
大学社会体育研究所紀要 第57号』
2010年12月　「身体調整が歩行に及ぼす影響」『ウォーキング研究 第14号』
2012年 3 月　「箱根駅伝ランナーの練習方法およびコンディショニングに関する研究」『専修大学社会体育
研究所報 第59号』
1997年 4 月　佐藤雅幸・野呂進著『わかりやすいスポーツの科学』文化書房博文堂
2004年10月　佐藤雅幸・野呂進著『わかりやすいスポーツサイエンス』文化書房博文堂
［学会発表］
1973年10月　「歩から走への動きづくりについて」第18回 日本体育大学体育研究発表実演会
1975年 9 月　「学校体育における陸上競技の指導方法について」青森県高等学校教育研究会保健体育部会
1975年 9 月　「呼吸循環機能からみた陸上競技走者に関する一考察」第26回日本体育学会
1975年 9 月　「背面とびにおける助走角度の適性」第20回日本体育大学体育研究発表実演会
1988年10月　「S 大駅伝選手の性格特性（精神健康度と競技成績からみて）」日本体育学会39回大会
1990年 3 月　「ゴルフスゥイングのトルクの研究（女子学生について）」日本体育学会39回大会東京支部第
17回大会
1991年11月　「言語教示の相違による短距離選手の疾走フォームの変容に関する研究」日本スポーツ心理
学会第18回大会
1993年11月　「長距離選手の合宿中における身体的疲労と精神的疲労について」国際スポーツ医学会
